


別表（第３条及び４条関係） R7.4.1～

補助割合※1 最高限度額

(1) 防災訓練 １０分の１０ １０万円

(2) 地域防災リーダー育成 １０分の１０

消火用備品
消火器、ホース、ノズル、
器具格納箱、消火器格納箱、
媒介金具、消火栓開閉ハンドル等

防災器具
チェーンソ-、発電機、ジャッキ、
一輪車、スコップ、ロープ、土のう、
ハンマー、かけや、ビニールシート等

修繕・補修
消火用備品修繕、防災器具修繕、
防火水槽補修

し尿処理備品 し尿処理用凝固剤、便袋等

(4) 防災装備品 ２分の１

(5) 防災啓発グッズ ２分の１

(6) 防災施設の建設及び修繕 ２分の１
１平方メートル
当たり４万円

(7) 防災施設の建設用地
２分の１
（※2）

１,５００万円
（１平方メートル
当たり４万円）

(8) その他市長が必要と認める防災設備 ２分の１

事　業　名 補　助　対　象

防災訓練に要した消火器の詰め替え費用、
燃料費、炊き出し訓練の費用等

防災士資格取得に要する費用
（養成講座受講料・試験料・登録料）

ヘルメット、腕章、はんてん等

のぼり旗、看板

防災備蓄倉庫、夜警詰所、待機室

防災備蓄倉庫、夜警詰所、待機室

※補助を受けることができる回数は、補助対象事業ごとに1年度1回まで。(地域防災リーダー育成事業を除く）

※1　補助金の計算式
　　　 事業費×補助割合で算出した金額を1,000円未満で切捨てた額
　　　 例：防災設備設置　16,800円（事業費）×2/3＝11,200→補助金額は11,000円　　補助金：11,000円　申請者負担：5,800円

※2　取得時点の価額と取得時点の固定資産税評価額（宅地以外の土地については、近隣の宅地の基準年度の価額に比準して
　　　 得た額から求めた取得時点の固定資産評価額）から比準した価額のいずれか低い価格の２分の１

(3) 　　防災設備設置 ３分の２


